
                            
                                平成 31年 2月 21日 

石川県立大学 教務学生課 

吉原 麻美 

076－227－7408             
石川県立大学で北陸第１号となる 

「トビタテ！留学 JAPAN寄付型自動販売機」を設置します 

  

 

 

 本学では官民共同海外留学支援制度「トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム」を

利用し、平成２８年度からこれまでに１０名の学生が留学を行っています。 

このたび、この制度への協力と、本学学生の留学への機運を一層高めることを目的と

して「トビタテ！留学 JAPAN寄付型自動販売機」を設置することといたしました。北陸

では第１号、全国の大学では２番目の設置となります。   
１ 設置日時   

平成３１年２月２６日（火） １３：００設置開始 １４：００設置完了 

 

２ 設置場所 

石川県立大学 （野々市市末松 1-308） 学生玄関前 

 

３ 参考情報 

別紙のとおり 

 

４ 問い合わせ先  

石川県立大学 教務学生課 吉原 麻美  

TEL：076-227-7408 

 

 

 



売上の一部が、日本の若者たちの海外留学奨学金になる自動販売機

トビタテ :留学 JAPAN
寄付型 自動販売機

自動販売機設置のポイン ト

・飲料の売上 1本 あた り定額が寄付されます。

(寄付金額は任意です )

・寄付金の振込は自動販売機会社が行 うので、

手間や費用は一切かか りません。

0全国 どこでも対応出来 ます。  ■
‐
・・ 売 り上げに応 じて、販売手数料を

お受け取 りいただけます。

※月々の電気代は設置者のご負担になります。

※デザインは変更になることがあります。

トビタテ :留学 JAPANとは 7

意欲と能力ある全ての日本の若者が、海外留学に自ら一歩を踏み出す

機運を醸成することを目的として、官民協働で取 り組む留学促進キャ

ンペーンです。東京オ リンピック・パラリンピツク競技大会が開催さ

れる 2020年 までに大学生の海外留学 12万人 (プ ロジェク ト開始当

初 6万人)、 高校生の海外留学 6万人 (同 3万人)への倍増を目指 し

ています。本寄付型自動販売機を通 じていただきましたご寄付は、

若者の海外留学を後押 しする奨学金として活用させていただきます。

トビタテ!

留学JAPAN
その経験が、未来の自信。

寄付型自動販売機のお申し込み・お問合せ
※「 トビタテ !留学 」APANの チラシを見た」とお伝えください。

●
●
・。

特定非営利活動法人
寄付型自動販売機普及協会

mQ 0120‐937‐650  歴ヨinfO@町 f00rolp

恭|,■■■■



寄付型自動販売機の しくみ

寄付型自動販売機とは、自動販売機の売上げ 1本 ごとに、

ご指定いただいた団体へ寄付をすることができる自動販売機です。

設置オーナーは振込みなどの手間がなく、購入者は気軽に社会貢献

をすることができます。

また、自動販売機はオリジナルデザインとなるため、社会貢献活動

の啓発の効果も期待できます。ぜひ、設置 。置換のご検討をお願い

いたします。
※寄付額は任意です。

よくある質問

Ql.個人でも設置できますか ?

個人でも、法人でも設置できます。

ゞ
Q2。 設置にかかる費用は7

設置にあたって費用はかか瑚 ま

自動販売機を採用していまt
(※設置環境により、最新機の

Q3。 管理は誰がしますが
__商品の輔充_空き缶や生

行いますので、設置オーナ

Q4。 飲料メーカーは指定で竜
多くの飲料メーカーが「トビタテ!

商品がございましたらお気軽にご

Q5。 販売価格などの契約内容は誰が決めるの?

商品の販売価格などの契約条件は、設置オーナーと自動販売機会社で決定します。

省エネ

寄 付金Ω振込みなど 【自動販売機会社五 ___

ます。

×設置の可否や条件については、自動販売機会社の判断によります。

竃 彗霜輩冒劃語繁穣合及協会 口 嘔 ¨ p

rOIoIo o1 20‐ 937‐650
※寄付型 自動販売機の相談窓 口や管理 業務 、 自動販売機会社の手配 を

行な つてい ます。

トビタテ:

留学JAPAN

文部科学省

官民協働海外留学創出プロジエク ト

トビタテ !留 学 JAPAN
フアン ドレイジングチーム

丁EL:03-5253-4111(内 線 :4927)

ださい。



解決へ向けた官民の役割分担

民間 x政府が、一体ぬるこ
とで相 :乗効 果 ヵt期待されます

産業界が求めるグローバル人材1像の提供
と学生等への具体的な取組(インターン
シップの提供を含む。)の推進

民間企業等が
取り組む活動

政府・学校が取り

写
トビタサI

観学JAPAN

F癬

トビタデ I留学JAPAN―の1欄1要|

トビタテ:留学JAPANは、
官・民・学が協働して学生の海外留学を促進する

国家フ
゜
ロジェクト

企業・就
職先の
1言平イ面

奨学会による留学資金の1日共

組む活動

全ての
若者への
留学機会
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1菫本代表|プログラム●全体像|

奨学金等の支絵だけでなく、企業等も参画する選考や
事前・事後研修、派遣留学生ネットワークの構築を図り、
社会に求められるグローバル人材を輩出する枠組みを創出

海
難ビ,テ!

欝寧JA魔熱

留学

成績優秀者だ
けでなく、強い
意志と高い意欲
がある学生等を
選抜

行つただけに
終わらない冒学
目的の明確化

留学を真に血肉
とするために
欠かせない
フォローアップを
実施

留学終了者を
対象とした
インターンシップ、
学生等の企業
理解の増進

奨学金等による
経済的支援



留学|=の成長のH9‐p ■‐St,pllT.1‐リーⅢlp

挙案
(社会人になる時の

心構え)

社会入
(～ 30議まで)

日本社会、グローバル
社会に対する独自の
視点を持ち、物事を常
に複数の立ち位置から
分析できる能力を持ち、
その力を仕事で活かす。
独自の分野でリーダー
シップを発揮し、年齢
に籍られずに活躍して
いる。人脈を活用して
新しいものを生み議し
ている
仕Sを通して海外・国
内の人脈が広がり、特
に自分の分野以外の
人線を通して蒙I激を受
ける゛

甲
汗ビタテ|

館摯』A 漱゙

●

　

　

●

驚学鱗
(選抜された時点)

情熱、意志
好 奇 心 、探究心、未知
の領域に対して挑戦す
る姿勢

独自性
(視点、スキル等)

発信 力
周りへの影響カ

留学中から
藁後研艤時点

海外経験を通して日本
人としてのアイデンティ
ティが確立し始める
海外の人脈を持ち始め
る

・トビタテの経験を通して
自分に対する謗りをしつ
かり持つた社会人になる
マインドセットができてい
る

留学を成し遂げて自信
が少しつく/″

″ ´ ´ ~~~~~~・
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石川県立大学のトビタテ！留学ＪＡＰＡＮ採用者について  
〇平成２８年度 
①環境科学専攻２年 青山 真也（４期生）   ・留学タイトル 断熱性・保水性に効果的な屋上緑化の考察のための留学計画   ・留 学 期 間  平成２８年４月１５日～平成２８年７月１６日   ・留 学 先  カナダ（セイントメアリーズ大学）  
②食品科学科１年 金 頴（４期生）   ・留学タイトル  石川の屋上緑化を推進するための留学計画   ・留 学 期 間  平成２８年４月２３日～平成２９年３月３１日   ・留 学 先  カナダ（セイントメアリーズ大学）  
③環境科学専攻２年 荒川 裕亮（５期生）   ・留学タイトル ｢希少生物ヤツメウナギの保全策と文化を学ぶ留学計画～ヤツメウナギがつ

なぐ能登半島とワシントン州｣   ・留 学 期 間  平成２８年１０月２４日～平成２９年３月２３日   ・留 学 先  アメリカ合衆国（ヤマカ部族水産試験場）  
④食品科学科専攻１年 高橋 千亜紀（５期生）   ・留学タイトル ｢石川県の食品産業を動かすエースになるための留学計画｣   ・留 学 期 間  平成２８年９月１日～平成２９年２月２８日   ・留 学 先  台湾（屏東科技大學など）  
⑤環境科学科４年 長井 貴弘（５期生）   ・留学タイトル ｢世界の理科教育に利用するための雨雪判別装置の開発           ～石川の未来のグローバル人材育成への貢献～｣  ・留 学 期 間  平成２８年１０月３１日～平成２９年１月２５日  ・留 学 先  アメリカ合衆国（ワシントン大学シアトル校）   
〇平成２９年度 
⑥環境科学科３年 大西 泰歩（６期生）   ・留学タイトル ｢石川県を野生動物の保護・管理でハイレベルな地域にするための留学計画｣   ・留 学 期 間  平成２９年８月１０日～平成２９年１０月１０日   ・留 学 先  アメリカ合衆国（ネバダ州野生生物局）  



⑦食品科学専攻１年 品川 千迪（７期生）  ・留学タイトル ｢発酵食品で石川県を盛り上げ、石川の知名度を上げるための留学計画｣   ・留 学 期 間  平成２９年９月１６日～平成３０年２月１４日   ・留 学 先  タイ（プリンスオブソンクラー大学）   
⑧生産科学科３年 室田 明星 （７期生）   ・留学タイトル ｢石川県の農業生産性向上を実現するための留学計画｣            ～気候に負けない石川県の農業づくり   ・留 学 期 間  平成２９年１１月２３日～平成３０年８月３０日   ・留 学 先  オーストラリア（南クイーンズランド大学）  
〇平成３０年度 
⑨食品科学専攻２年 奥田 みずほ（８期生）   ・留学タイトル ｢石川の食品がもつ機能性を通して石川県を発信・発展できる人になるため

の留学計画｣   ・留 学 期 間  平成３０年８月１日～平成３０年９月３０日   ・留 学 先  大韓民国（中央大学）  
⑩環境科学科４年 向 由佳（９期生）   ・留学タイトル ｢石川県の環境教育をレベルアップさせるための留学計画 

～ラオスからきっかけを掴む～｣   ・留 学 期 間  平成３０年１０月１日～平成３１年３月１５日   ・留 学 先  ラオス国立大学（ラオス）                                   ※学年は留学当時 


